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図書の種類 記載内容 備考
審査者
チェック

① 委任状
代理者、委任事項、委任年月日、申請者（記名・押印） 協議を代理する場合に添付　※様

式は任意

※

② 許可書等の写し

占用許可書、自営工事許可書、農地転用許可書、排水
先水路管理者（自治会長･水利組合長等）の同意が確
認できるもの

協議書の提出時に添付できない場
合は追加提出も可

※

③ 隣接土地所有者説明資料

説明文書（申請者の氏名、代理者の氏名（担当者の連
絡先）、工事施工者の氏名（担当者の連絡先）を記載）
平面図、断面図及び縦横断図等（高低差1ｍ以上または
道路斜線が絡む場合に限る）、
説明範囲

協議書の提出時に添付できない場
合は追加提出も可

※

既設指定道路に接続する場合は、当該既存指定道路の
申請者及び所有者又は管理者の同意（承諾）書

印鑑証明書（発行後３ヶ月以内のも
の）を添付

都市計画法、河川法、その他関係法令に基づく許可書の
写し又は
協議書

許可書又は協議書がある場合

④
その他必要図書
（市長が提出を求めた場合
に限る）

雨水排水計算書、構造計算書、地盤調査書、
工作物の確認済証　等

浸透とする場合は、都市計画法に
基づく開発行為許可の排水施設基
準に準拠して計算すること。

※

案内図・付近見取図
（省令第９条）

周辺の目標物、指定道路の位置、道路形状、造成区域、
方位、縮尺　等

縮尺　1/1500～2500　程度 ※

⑤

図
　
　
　
　
　
面
　
　
　
　
　
類

公図の写し
法務局備え付けの公図 協議書の提出日から 3 ヶ月以内に

発行されたもの。

地籍図(計画平面
図）
（省令第９条）

縮尺、方位、造成区域、指定道路の位置・形状・測点・幅
員・延長・計画高、予定区画の形状・周囲高低差（擁壁
高さ）、道路及び造成区域の排水施設計画（流末までの
経路、勾配、蓋等）、道路施設（構造物･安全施設等）、既
存道路幅員、道路中心線・後退線、路面勾配、道路境界
標の設置位置、占用・自営工事箇所

縮尺 1/100～300 程度
詳細図　1/10～50　程度

※

求積図
造成区域全体の面積、指定道路の面積、その他の面積
（道路後退等）

造成面積には、道路後退面積を含
める。

※

※

造成区域　横断図
　　　　　　　　　縦断図
　　　　　　　　　構造図

縮尺、寸法、境界、高さ（隣接地含め現況と計画が確認
できるもの）、構造物（基礎等、隣接地も含む）、法面

縮尺 1/100～300
詳細図　1/10～50　程度
・擁壁を設ける場合は、根入れ、裏
込め砕石、ベースコンクリート、水抜
き穴、下段の排水設備等が確認で
きるもの。法面を設ける場合は、土
質及び安定勾配が確認できるも
の。

※

ガス・その他埋設図
道路内の埋設管等がある場合で、それが道路占用許可
基準に適合していることが確認できる図面

縮尺 1/100～300 程度
詳細図1/10～50　程度

※

　チェックリスト

下水道施設設計図
平面図、縦断図、構造図（配管詳細、埋設・埋戻し詳細、
マンホールの構造　等）

縮尺 1/100～300 程度
詳細図　1/10～50　程度

※

造成区域内の下水及び雑排水の処理についても明示

給水装置設計図

平面図、横断図（埋設深、埋設位置が分かるもの）、
配管詳細図、構造図、給水設備台帳

縮尺　平面図 1/500
横断図1/100
構造・詳細図1/10～50　程度
県水区域は協議書の承認、本管仕
様が確認できるもの。

※

道路横断図・構造図
縮尺、寸法、道路構造物の位置・形状、路面横断勾配、
舗装（路盤）構成、道路境界及び道路幅員、側溝蓋の構
造　等

カタログがある場合は、設計仕様と
強度等が確認できる資料を
添付


